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医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

令和 8 年度追跡調査結果報告書 

 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）は、開発途上国のニーズを基に、地球規

模課題を対象とし、将来的な社会実装の構想を有する国際共同研究を政府開発援助（ODA）と連携して

推進するプログラムである。様々な地球規模課題の解決、科学技術水準の向上につながる新たな知見や

技術の獲得、そしてこれらを通じたイノベーションの創出を目的とする。また、その国際共同研究を通じ

て、開発途上国の自立的研究開発能力の向上と、課題解決に資する持続的活動体制の構築を図る。 

研究開発課題終了後一定期間経過した後、副次的効果を含めて国際共同研究の成果の発展状況や活用

状況を明らかにし、事業および事業運営の改善等に資することを目的とし、本追跡調査を実施した。 

 

１． 研究開発課題名 

公衆衛生上問題となっているウイルス感染症の把握と実験室診断法の確立 

（平成27年度－令和3年度） 

 

２． 研究開発代表者（研究開発期間終了時） 

◼ 日本側研究開発代表者：安田 二朗（長崎大学 熱帯医学研究所 教授） 

◼ 相手国側研究開発代表者：Bertrand Lell（ガボン共和国 ランバレネ医療研究センター 共同所長） 

 

３． 研究開発の概要（研究開発期間終了時） 

 本国際共同研究では、ガボンで公衆衛生上問題となっているウイルス感染症や病原体が特定されてい

ない感染症の対策を目的とし、ランバレネ医療研究センター（CERMEL）および熱帯生態学研究所（IRET）

との連携のもと、（ⅰ）既知および新規病原ウイルスの同定、（ⅱ）これら既知・新規同定ウイルスの性状

解析、（ⅲ）ウイルス感染症の迅速診断法の開発、および （ⅳ）ウイルス感染経路の解明などを通じて、

モデル地域であるランバレネ周辺におけるウイルス感染症の実態把握と診断能力の向上を図った。 

研究基盤整備として、CERMEL にバイオセーフティレベル 2/3（BSL-2/3）共同実験棟を設置するとと

もに、次世代シークエンサー等の先端解析機器を導入した。これにより、高病原性病原体を含む感染症の

安全な取扱いと高度な遺伝子解析が現地で実施可能となり、ガボン国内における感染症研究・診断体制

の強化に大きく貢献した。 

感染症実態調査では、2,000 検体を超える熱性疾患患者検体および野生動物検体を解析し、デングウイル

ス、チクングニアウイルス、ジカウイルス、肝炎ウイルスなど多様な病原体を検出した。また、遺伝子解

析および血清疫学解析を通じて、ガボン国内におけるウイルスの流行状況や侵入・感染経路を明らかに

するとともに、野生動物を介した人獣共通感染症のリスク評価を行い、公衆衛生上重要な知見を蓄積し

た。診断技術の開発では、低資源環境でも活用可能な LAMP 法（Loop-mediated Isothermal Amplification）

を用いた迅速診断法を開発し、主要な蚊媒介性ウイルスを短時間かつ高感度に検出できることを実証し

た。さらに、現地研究者への継続的な技術移転と教育を実施し、分子生物学的解析、血清学的検査および

遺伝子解析技術の習得を支援した。その結果、現地研究者の研究遂行能力が大きく向上し、博士課程進学

や独自研究の展開につながるなど、ガボンにおける感染症研究の自立的発展に寄与した。 
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４． 追跡調査結果 

  本国際共同研究の上位目標（研究開発期間終了後 5 年程度での実現を想定）は「ガボン共和国全土に

おけるウイルス感染症対策の向上およびウイルス性疾患で死亡する患者の減少」であり、以下の観点で

研究開発期間終了後の成果の発展状況、活用状況について調査を行った。 

 

4-1. 研究開発期間終了後も上位目標に向けた活動（研究活動のみならず関連する取組みも含む）が継続・

発展しているか。 

◼ 研究開発期間終了後、「JICA 民間連携事業（中小企業支援型）（ガボン国 ウイルス迅速検出シス

テムに関するビジネス案件化調査）（令和 3～４年）」、「科学研究費助成事業（中部アフリカに生

息する野生動物のビローム解析による新興ウイルスの生態解明（令和４～７年）」等に採択され、

CELMEL との共同研究を現在までも継続している。 

◼ 研究期間中に育成されたガボン研究者である Rodrigue Bikangu 氏、Georgelin Nguema Ondo 氏は、

ウイルス感染症のサーベイランスを自立的に実施できるレベルに到達し、筆頭著者として共同研究

論文を発表した。 

◼ ガボン研究者自ら研究費を申請・獲得する能力を備えられるようになり、現時点では小規模ながら

も、消耗品や試薬等の調達を通じて研究活動を継続的に推進している。日本とガボンの共同研究の

前例がない状況でゼロから開始し、プロジェクト終了後も現在まで活動を維持・継続している。 

◼ 一方で、研究成果の社会実装および全国的な展開に向けては、複数の困難に直面した。研究期間中に

開発したデングウイルス、チクングニアウイルス、黄熱ウイルス、ジカウイルス、エボラウイルスお

よびマラリアを対象とする LAMP 法については、JICA 民間連携事業（中小企業支援型）の支援のも

とでキヤノンメディカル社が社会実装・普及に向けた調査を進めたものの、キャノンメディカル社

がキャノンに統合され、感染症診断事業から撤退ため、中止となった。 

◼ 2023 年のクーデター後の体制移行に伴い、一部政府機関の機能回復が十分でなく、公衆衛生政策へ

の迅速な反映には課題が残されている。また、2017 年に設置した BSL-2/3 実験室及び機器等が経年

劣化による不具合が発生しているが、現地研究機関の財政的制約により、供与機器や設備の維持・更

新が困難な状況である。しかしながら、現地で確立した感染症検査体制や診断技術は現在も活用さ

れており、感染症診断やサーベイランス研究に貢献している。 

 

4-2. 研究成果は地球規模課題の解決に向けた科学技術の発展にも波及・貢献しているか。研究成果はど

のような形で相手国に普及されているか。 

◼ ガボンでは高病原性病原体を安全に扱うことができる設備を揃えていない状況だったが、本共同研

究における共同実験棟建設及び技術移転によって、バイオセーフティレベル 3（BSL-3）病原体を安

全に扱える設備と技術を備えるようになった。 

◼ プロジェクト期間中には、ガボン側若手研究者を中心にウイルス感染症のサーベイランス法につい

て技術移転を行った。プロジェクト終了後は、若手研究者らが指導側となり、多くの研究者へ技術移

転を行っており、いまはガボン研究者だけで自立して全国レベルでのウイルス感染症のサーベイラ

ンスを実施できるようになった。 

◼ プロジェクト期間終了後も共同研究活動は継続されており、関連する学術論文 10 報※１が発表され

ている。デングウイルス、呼吸器ウイルス、肝炎ウイルス、蚊媒介感染症、SARS-CoV-2 など、多様
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な感染症を対象とした研究成果が国際学術誌に公表されており、感染症の流行状況や病原体の遺伝

学的特徴に関する知見の蓄積に貢献している。 

◼ ガボン研究者自らサーベイランスを行い、感染症対策策定に活用する体制が構築されつつある。サ

ーベイランスで得られたデータはガボン保健省に提供され、ガボンにおける公衆衛生上の問題点の

把握と改善に向けた基礎的情報として活用されている。 

 

4-3.日本への波及効果はあるか、または日本にとっての成果は何か。国際共同研究の実施による成果・波

及効果は何か（日本と相手国の人材育成、開発途上国の自立的研究開発能力の向上、共同研究の増加、相

手国からの委託研究、など）。 

◼ 本研究の最大の日本への成果は、これまで日本との交流が限定的であったガボン共和国との間に、

感染症研究を基盤とした継続的な国際協力関係を構築できたことである。ガボンと日本の交流にお

いて、長崎大学との感染症共同研究が重要な役割を果たしており、ガボンからの留学生の増加につ

ながっている。従来はガボンからの留学生がほとんど存在しなかったが、現在では毎年複数名が長

崎大学大学院へ進学しており、日本とガボンの学術交流基盤の強化に貢献している。 

◼ 本プロジェクトに参加していた日本側若手研究者６名、ガボン側若手研究者 4 名は、プロジェクト

終了後、各研究機関・大学等で准教授・助教などで活躍している。ガボン共和国 IRET および

CERMEL のグループは、SATREPS で得た基盤に基づき、日本の他の大学との共同研究を開始す

るなど共同研究が増加している。日本側の研究者も SATREPS でのフィールド研究経験を活かし、

スリランカやベトナム等において研究や拠点運営を主導するなど、新たな国際研究活動へ貢献して

いる。 

◼ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な感染拡大を受け、本プロジェクトを通じて育成

されたガボン研究者は、COVID-19 検査体制を運営・維持し、COVID-19 診断およびサーベイラン

スの中核的役割を担った。これにより、CERMEL は国内の主要な COVID-19 検査機関として機能

し、ガボンの検査能力強化と感染拡大防止に大きく貢献した。 
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